
◆１．補正予算の概要◆

◆２．補正予算の規模◆

◆３．補正予算の内容◆

Ⅰ　歳入歳出予算補正

(１）待機児童対策緊急プロジェクト

○教育・保育施設整備の促進（民有不動産の活用促進） （ ）
〔保育施設用地提供促進補助制度の創設（固定資産税・都市計画税相当額×10年分）〕

〔不動産情報コーディネーターの配置〕

○保育人材の確保 （ ）
〔保育人材確保に要する広告等経費補助制度の創設〕

〔保育士等宿舎借り上げ支援補助制度の拡充（採用後5年→7年）〕

〔保育補助者の雇上補助制度の創設〕

〔保育士資格等取得補助制度の創設〕

○利用者支援の充実 （ ）
〔幼稚園の預かり保育補助制度の拡充〕

〔保育サービス情報提供センター（仮称）の設置〕

(２）消費税率引き上げに伴う経済対策

○プレミアム付商品券事業 （ ）
〔令和元年10月開始〕

〔対象：市民税非課税世帯と3歳半未満の子育て世帯、購入限度額：券面額2.5万円（販売額2万円）〕

○自治体ポイント普及啓発事業 （ ）
〔令和2年夏ごろ本格開始に向けた準備経費〕

(３）防災対策

○神戸港高潮対策緊急事業 （ ）
〔物揚場等の嵩上げ、排水施設の整備等〕

(４）予備費の減 （ ）

○財源内訳 （単位：百万円）

※ （　）内は、予備費の減額後の数値

令和元年度６月補正予算案の概要

　待機児童対策緊急プロジェクトや、国費を活用した消費税率引き上げに伴う経済対策及び
防災対策等の推進のため、補正予算を編成する。

一 般 会 計 70億3,300万円

8,500万円

2,700万円 こ ど も 家 庭 局

26億9,800万円 経 済 観 光 局

6,500万円 企 画 調 整 局

こ ど も 家 庭 局

3億8,000万円 こ ど も 家 庭 局

事業費
財　源　内　訳

国庫支出金 県支出金 市　　債 その他特定財源 一般財源

40億8,000万円 港 湾 局

△3億 200万円 行 財 政 局

(－)

7,335 2,950    －       4,080    3        302        
一般会計

(7,033) (2,950) (－) (4,080) (3)



○予算額累計 （単位：百万円）

Ⅱ　債務負担行為補正

（一般会計） （単位：百万円）

◆４．参考◆

○待機児童対策緊急プロジェクト　第３弾

【第１の柱】　あらゆる方策で教育・保育施設の整備を図ります

（１）公園などを活用した保育施設の整備

（２）施設整備や定員拡大に対する事業者支援

（３）民有不動産の活用促進

【第２の柱】　手厚い支援で保育人材の確保に取り組みます

（１）新たな保育人材の獲得の支援

（２）保育士等宿舎借り上げ支援事業の期間拡充

（３）保育補助者の活用

【第３の柱】　利用者に寄り添った支援を充実します

（１）私立幼稚園の預かり保育の充実

（２）保育サービス情報提供センター（仮称）の設置

※百万円未満を四捨五入しているため、合計があわない場合がある

予算現計 今回補正額 補正後予算額

一般会計 811,640             7,033               818,673                

所　　管　　局 事　　項 期　間 限度額

行 財 政 局 総合コールセンター機能拡充 令和元～6年度 1,019

2億2,500万円 （令和元年度当初予算）

5億8,700万円 （令和元年度当初予算）

8,500万円 （令和元年度６月補正予算）

港 湾 局 神戸港高潮対策緊急事業 令和元～2年度 6,220

計 7,239

13億 400万円

2,000万円 （令和元年度６月補正予算）

700万円 （令和元年度６月補正予算）

8,000万円 （令和元年度６月補正予算）

7,600万円 （令和元年度６月補正予算）

2億2,400万円 （令和元年度６月補正予算）


